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らはこれまで稀少種も含めて非常に多くの植物が記録されている（関ほか 1975；向井ほか 1999、2001、 
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クソカズラやオオバコがあり、前者は遺伝的にある程度の違いがあり品種のレベルで扱われ、後者は複数






















































生に大きな変化があった（豊原ほか  1986；黒田ほか  2001；Kuroda et al. 2006a, b）。
宮島の植生と対岸の植生とを比較すると、性質が大きく異なっていることが明らかになっている（堀川 
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８．コシダとウラジロが植生に与える影響
報道などではシカの植生への影響が大きく取り沙汰されるが、影響を受ける面積や時間の長さを考慮す











することが知られている（Russell & Vitousek 1997、Russell et al. 1998）。例えば、ハワイの溶岩流上の植
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